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コミュニティ・スクール制度の導入について

（ 第４回校長研修会時点の調査）H27.10.2

〈各学校アンケート回答結果〉

導入したい。 小学校…２校 中学校…１校

導入したいが課題もある 小学校…１１校 中学校…１校。

導入は考えていない。 小学校…３校 中学校…３校

〈理由・課題等〉

【導入したい】

○生徒指導上の課題を解決するためには，学校だけで解決を図ることは困難で

あり，保護者や地域と一体となって取り組むことが必要不可欠である。

しかし，これまでの経緯もあり，学校に対しての保護者や地域の協力につい

ては，さらに努力をしていく余地が残されている。

そこで，この制度を調査研究することによって，教職員の意識の変容を図り

ながら，保護者や地域の協力も得て，地域とともにある学校づくりを進めてい

きたい。

○地域の伝統・文化の継承と学校の行事との関連も大きく，地域とともにある

学校づくりとしての取組は，現時点でもよく行われている。今後，どの程度新

たな取組が出てくるのかが，まだよく見えない。

○校区に住んでいるにもかかわらず，特別に認可を受けて隣接の小学校へ入学

する児童が増えてきたため，児童数が減少傾向にあり，このままだと，複式学

級になる。将来的には，他校との合併もあるかもしれないだろうが，現在は，

学力向上をはじめ，本校独特の特色ある教育活動を積極的に推進し，学校情報

を広く発信しているところである。

しかしながら，それだけでは児童数の増加は望めないので，地域本部事業を

本格的に導入して，学校応援団の協力を得ながら学校教育の質を高めていくと

ともに，地域とともに魅力ある学校つくりや児童数増加に向けた施策を考え，

誰もが通わせたくなるような学校をつくるために，本制度を導入してみたい。

【導入したいが課題もある】

制度面

○コミュニティ・スクール制度について学校や地域での理解ができていないの

が現状であり，推進の仕方や取り組むことによる成果・課題等を，ある程度明

確にすることが必要である。

○学校においては，計画的・継続的な支援体制づくりに向けて，指導計画に明

確な位置付けを図る必要がある。また，地域人材の支援については，教師間の
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温度差も予想され，共通理解や打合せ時間の確保などについて課題も予想され

る。

○学校職員が，本制度の意味や意義について，まだ十分に周知・理解できてい

ない。また，地域にも，学校教育に関する知識や理解が十分ある人材がまだ育

っていない状況である。

教職員の必要感を高める研修や地域人材の育成等も十分に行った上で，本制

度の導入を検討していきたい。

○本制度が十分に機能していくためには，地域も学校運営に関わっていくとい

う意識を相当高めていく必要であり，そのための時間が必要である。

人材面

○子ども会・育成会の組織が校区内からほとんど消えており，それを復帰させ

るような学校・地域づくりが先決である。

○学校運営協議会のメンバーの適任者が，小規模校には少ないと思われる。

○学校評議員会と異なり，学校運営協議会は，学校経営について意見を述べる

ことができるが，審議会委員に相応しい人材が校区内に少ない。学校は地域に

育てられてきたものであると考えると，校区外から入ってきた方の意見に対し

て，地域や学校の伝統・良さ・ルールなどについて，声を大にして言える人材

が不足している。

○地域は学校の教育活動に対して，大変協力的であるが，自ら積極的に行動を

起こすことは少ない。学校経営に対して，建設的な意見を述べることができる

人材が少ない。

現行制度との関連

○学校評議員制度，信頼される学校づくりのための委員会等もあり，外部の委

員を引き受けてもらえる方がなかなかいない。

【導入は考えていない】

制度面

○学校評議員会や公民館運営審議会，地域校外生指連等で，地域との連携が取

れている。

○学校評議員制度， 活動が機能しており，新たな 制度の導入の必要性PTA CS

を感じない。学校支援地域本部や中学校での部活動支援，地域連携を進めるた

めに教員を地域に住まわせる施策が先ではないか。

○当地域のコミュニティーは，公民館への加入率６０％を切り，自治会運営や

子ども会行事の児童参加の減少など課題が山積している。その中で，地域の学

校としての役割を進めていくためには，校長が中心となって，地域からは意見

や評価に留め，学校経営の一助であればと本校では考える。

人材面

○委員の選定に苦慮する「有識者」という点で，学校のことや教育のことをよく。

理解されている人がいない。そのため，有意義な意見が出ないのではないかと

思われる。
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